
５ 　 教育職員免許状・ 各種資格

（ １ ） 教育職員免許状

本学部学生で， 教育職員免許法及び同法施行規則によっ て定めら れた科目及び単位を 修得し た者は， 次の１ ） に掲げる免許状

を 取得する こ と ができ ます。 なお， 在学中に要件を 満たし た学生の免許状は， 本学部から 授与申請（ 一括申請） し て卒業時にお

渡し し ます。

１ ） 免許状の種類及び教科

系 コ ース 免許状の種類
免許

教科

機械システム系
機械工学コ ース

ロボティ ク ス・ 知能システムコ ース
高等学校教諭一種免許状 工業

環境・ 社会基盤系
都市環境創成コ ース

環境マネジメ ント コ ース
高等学校教諭一種免許状 工業

情報・ 電気・ 数理

データ サイ エン ス系

情報工学コ ース

ネッ ト ワーク 工学コ ース
高等学校教諭一種免許状 情報

エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ース 高等学校教諭一種免許状 工業

数理データ サイ エンスコ ース
中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

数学

数学

化学・ 生命系
応用化学コ ース

生命工学コ ース
高等学校教諭一種免許状 工業

情報工学先進コ ース 高等学校教諭一種免許状 情報

２ ） 基礎資格及び最低取得単位数

免許状の

種類
免許教科 基礎資格

最　 低　 取　 得　 単　 位　 数

介護等

体験

文部科学省

令で定める

科目（ 教員

免許法施行

規則第６ ６

条の６ に関

する科目）

教科及び教科の指導法

に関する科目
教育の基

礎的理解

に関する

科目

道徳， 総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導，

教育相談等に

関する科目

教育実践

に関する

科目

大学が独

自に設定

する科目
教科に関

する専門

的事項

各教科の指

導法（ 情報

機器及び教

材の活用を

含む。）

中学校教諭

一種
数学

学士の学位を

有するこ と
８ ２ ０ ８ 以上 １ ０ １ １ ７ ４ 必要

高等学校教

諭一種

工業

情報

数学

学士の学位を

有するこ と
８ ２ ０ ４ 以上 １ ０ ９ ５ １ ２ 不要

注１ 　 工業免許の取得にあたっ ては，「 教科及び教科の指導法に関する科目（ 各教科の指導法に限る）」「 教育の基礎的理解に関する科目」「 道徳，

総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導， 教育相談等に関する科目」「 教育実践に関する科目」 の単位数の全部又は一部の単位は当分の

間「 教科及び教科の指導法に関する 科目（ 教科に関する 専門的事項に限る ）」 の単位の修得を も っ て， こ れに替えるこ と ができ ます。 なお，

工業の免許状取得を希望する方は， ３ 年次２ 学期終了時までに， 学務課工学部担当に申し 出てく ださ い。

注２ 　「 道徳， 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導， 教育相談等に関する科目」 については， 免許法で求めら れるより １ 単位多く 修得

するこ と になり ます。 こ の１ 単位は，「 大学が独自に設定する科目」 の単位に充てるこ と ができ ます 。 また， 中学校， 高等学校の両方の免許

取得希望者が， 教育実習５ 単位を 修得し た場合， 高等学校免許申請時に「 教育実践に関する科目・ 教育実習２ 単位（ 中学校免許５ 単位と ， 高

等学校免許３ 単位の差）」 を「 大学が独自に設定する科目」 に充てるこ と ができ ます。

注３ 　「 大学が独自に設定する科目」 の単位は， 最低取得単位数を 超えて修得し た「 教科及び教科の指導法に関する科目」「 教育の基礎的理解に

関する 科目」「 道徳， 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導， 教育相談等に関する科目」 及び「 教育実践に関する科目」 の単位を 充て

るこ と ができ ます。

注４ 　 本学部でのカ リ キュ ラ ム上， 上記の単位以上の修得が必要と なる場合があり ます。 以下の単位取得方法を 確認の上， 履修し てく ださ い。

注５ 　 第３ 年次編入学生で教育職員免許状の取得を希望する学生は， 編入時に単位認定さ れた科目のう ち「 教科に関する専門的事項」 と 認定で

き るも のがあり ますので， 必ず学務課工学部担当でご相談く ださ い。

３ ） 単位取得方法

①　 文部科学省令で定める科目（ 教員免許法施行規則第６ ６ 条の６ に関する 科目） は， 全学共通科目、 英語科目です。 下表に掲

げる 科目を 修得し てく ださ い。

文 部 科 学 省 令

で 定 め る 科 目
科目区分 授　 業　 科　 目 単位数 履修要件

最低取得

単位数

日本国憲法
全学共通科目

（ 市民性と 異文化理解）
日本国憲法 ２ 必修 ２

情報機器の操作

全学共通科目

（ 情報・ 数理データ サイ

エンス）

情報処理入門１（ 情報機器の操作を含む） １ 必修

２情報処理入門２（ 情報機器の操作を含む）

情報処理入門３（ 情報機器の操作を含む）

１

１

１ 単位を

選択必修

体　 　 　 　 　 　 育
全学共通科目

（ 健康・ スポーツ科学）

するスポーツ演習

健康・ スポーツ科学

１

1

必修

必修
２
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外国語

コ ミ ュ ニケーショ ン

英語科目

（ 必修英語）
コ ミ ュ ニケーショ ン英語（ S ＆ L） 2 必修 ２

合　 　 　 　 　 計 ８

②　 教科に関する 専門的事項の科目は， 下表の「 授業科目」 欄に掲げる も のです。

■　 高等学校教諭一種免許状（ 工業）

工業のそれぞれ同一の免許区分での授業科目は，他の系またはコ ースで開講さ れる「 教科に関する 科目」 区分が同一の科目（ 工

業免許の場合は「 教科に関する科目」 欄の「 工業の関係科目」 欄にある も の） を 修得し ， 取得単位と する こ と ができ ます。

なお， 他の系の授業科目を 履修する 場合は， 所定の手続き が必要ですので， 学務課工学部担当でご相談く ださ い。

機械システム系（ 機械工学コ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

工業の関係科目

○工業概論【 工学部・ 教育学部共通開設】

　 フ ーリ エ・ ラ プラ ス変換

　 ベク ト ル・ 複素解析

　 機械工作実習Ⅰ

　 機械工作実習Ⅱ

　 基本機械システム製図

　 振動工学

　 材料力学Ⅰ

　 機械工作法

　 熱力学Ⅰ

　 流体力学Ⅰ

　 電子回路

　 システム制御Ⅰ

　 重積分

　 偏微分方程式

　 工業力学

　 機械加工学

　 生産システム学

計測工学

ロボティ ク ス基礎

創成プロジェ ク ト

材料力学Ⅱ

熱力学Ⅱ

流体力学Ⅱ

材料工学

機械設計学

機構デザイ ン学

特殊加工学

伝熱学

メ カ ニカ ルデザイ ン基礎

材料応用学

塑性工学

潜熱移動学

エネルギー工学

数値シミ ュ レ ーショ ン

メ カ ニカ ルＣ Ａ Ｄ

１ ８ 単位

以　 上 ２ ０

職業指導 ○職業指導概説 ２ 単位

○印： 免許状取得における 必修科目

機械システム系（ ロ ボティ ク ス・ 知能システムコ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

工業の関係科目

○工業概論【 工学部・ 教育学部共通開設】

　 フ ーリ エ・ ラ プラ ス変換

　 ベク ト ル・ 複素解析

　 機械工作実習Ⅰ

　 機械工作実習Ⅱ

　 基本機械システム製図

　 振動工学

　 材料力学Ⅰ

　 機械工作法

　 熱力学Ⅰ

　 流体力学Ⅰ

　 電子回路

　 システム制御Ⅰ

　 重積分

　 偏微分方程式

　 工業力学

　 機械加工学

　 生産システム学

　 計測工学

ロボティ ク ス基礎

システム工学総合Ⅰ

システム工学総合Ⅱ

ディ ジタ ル回路

システム CAD

ロボッ ト 機構学

メ カ ト ロニク ス基礎Ⅰ

メ カ ト ロニク ス基礎Ⅱ

ロボッ ト ビジョ ン

システム制御Ⅱ

認知工学

知的制御システム

オペレ ーショ ンズ・ リ サーチⅠ

オペレ ーショ ンズ・ リ サーチⅡ

オペレ ーショ ンズ・ リ サーチⅢ

メ カ ト ロニク ス応用

移動ロ ボッ ト 学

ロボッ ト ダイ ナミ ク ス

イ ンタ ーフ ェ イ ス設計学

エネルギー環境システム基礎論

知能ロ ボッ ト 運用論

知的システム最適化

１ ８ 単位

以　 上 ２ ０

職業指導 ○職業指導概説 ２ 単位

○印： 免許状取得における 必修科目
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環境・ 社会基盤系（ 都市環境創成コ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

工業の関係科目

○工業概論【 工学部・ 教育学部共通開設】

　 測量学Ⅰ及び実習

　 構造力学Ⅰ及び演習

　 構造力学Ⅱ

　 土質力学Ⅰ及び演習

　 水理学及び演習

　 測量学Ⅱ及び実習

　 土質力学Ⅱ

　 工業数学Ⅰ

　 工業数学Ⅱ

　 数値解析及び演習

　 振動学及び演習

　 鋼構造設計学及び演習

　 コ ンク リ ート 構造設計学Ⅰ及び演習

　 コ ンク リ ート 構造設計学Ⅱ

　 構造材料学

　 建設施工学

　 計画数理

　 土質試験法及び実験

　 景観論

　 都市・ 地域計画学

　 交通計画学

　 道路政策論

都市解析学及び演習

材料試験法及び実験

河川・ 海岸工学及び演習

水理計測法及び実験

地下水工学

水質学

上下水道工学

環境衛生学実験

建築設計Ⅰ

建築設計Ⅱ

建築設計演習Ⅰ

建築設計演習Ⅱ

建築設計演習Ⅲ

建築計画学Ⅰ及び演習

建築計画学Ⅱ

建築史

建築法規

建築環境工学

建築設備

都市環境計画学

木質構造学

木材・ 木質材料学

１ ８ 単位

以　 上 ２ ０

職業指導 ○職業指導概説 ２ 単位

○印： 免許状取得における必修科目

環境・ 社会基盤系（ 環境マネジメ ン ト コ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

工業の関係科目

○工業概論【 工学部・ 教育学部共通開設】

　 測量学Ⅰ及び実習

　 構造力学Ⅰ及び演習

　 構造力学Ⅱ

　 土質力学Ⅰ及び演習

　 水理学及び演習

　 測量学Ⅱ及び実習

　 土質力学Ⅱ

　 土壌科学概論

　 植生管理学

　 水生動物学

　 土壌物理学

　 生産基盤管理学

　 流域水文学

　 水資源利用学

　 水文環境管理学

環境施設設計学

農村整備学

環境影響評価学

廃棄物マネジメ ント

環境生物学実験

土壌環境実験

水利実験

環境材料学実験

土壌の物質移動学

環境気象学

実践型水辺環境学及び演習Ⅰ

実践型水辺環境学及び演習Ⅱ

土壌圏管理学

水利設計学

環境施設材料学

環境施設管理学

１ ８ 単位

以　 上 ２ ０

職業指導 ○職業指導概説 ２ 単位

○印： 免許状取得における必修科目

情報・ 電気・ 数理データ サイ エン ス系（ エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

工業の関係科目

○工業概論【 工学部・ 教育学部共通開設】

　 回路理論 A

　 回路理論 B

　 電磁気学 A

　 電磁気学 B

　 エネルギー・ エレ ク ト ロニク ス実験 A

　 エネルギー・ エレ ク ト ロニク ス実験 B

　 電気機器学 A

　 電気機器学 B

　 回路過渡解析

　 電子回路 A

　 電子回路 B

　 伝送線路

　 複素解析

高速ディ ジタ ル実装設計

電子計測

電波工学

電子物性工学

電力・ モータ 実験

制御工学 A

制御工学 B

電力系統工学 A

電力系統工学 B

半導体・ デバイ ス工学

オプト エレ ク ト ロニク ス

電気電子材料学

パワーエレ ク ト ロニク ス

１ ８ 単位

以　 上 ２ ０

職業指導 ○職業指導概説 ２ 単位

○印： 免許状取得における必修科目
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化学・ 生命系（ 応用化学コ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

工業の関係科目

○工業概論【 工学部・ 教育学部共通開設】

　 分析化学

　 量子化学

　 化学工学１

　 化学工学２

　 化学工学３

　 化学工学４

　 工業材料１

　 工業材料２

　 機器分析

高分子化学１

高分子化学２

高分子化学３

生化学３

生化学４

無機工業化学

化学装置設計製図

有機工業化学

応用化学実験１

応用化学実験２

１ ８ 単位

以　 上 ２ ０

職業指導 ○職業指導概説 ２ 単位

○印： 免許状取得における 必修科目

化学・ 生命系（ 生命工学コ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

工業の関係科目

○工業概論【 工学部・ 教育学部共通開設】

　 分析化学

　 量子化学

　 化学工学１

　 化学工学２

　 化学工学３

　 化学工学４

　 工業材料１

　 工業材料２

　 機器分析

　 高分子化学１

　 高分子化学２

　 高分子化学３

生化学３

生化学４

無機工業化学

化学装置設計製図

有機工業化学

生命工学実験１

生命工学実験２

遺伝子工学

蛋白質工学

分子生物学

生物物理学

細胞工学

１ ８ 単位

以　 上 ２ ０

職業指導 ○職業指導概説 ２ 単位

○印： 免許状取得における 必修科目

■　 高等学校教諭一種免許状（ 情報）

情報のそれぞれ同一の免許区分での授業科目は， 他の系またはコ ースで開講さ れる 「 教科に関する 科目」 区分が同一の科目を

修得し ， 取得単位と する こ と ができ ます。 ただし ， 情報免許の授業科目で○印のある 必修科目は， それぞれのコ ースの「 教科に

関する 科目」 区分が同一のも のはセッ ト で修得し なければなり ません（ 例えば， 情報工学コ ースの「 情報通信ネッ ト ワーク 」 区

分では「 情報理論」 と 「 情報ネッ ト ワーク 論」 の両方を 修得し なければなり ませんので，「 情報理論」 と ネッ ト ワーク 工学コ ー

ス開講の「 セキュ リ ティ 実践論」 と いう 組み合わせでは， 必修科目を取得し たと は認めら れません）。

なお， 他の系の授業科目を 履修する 場合は， 所定の手続き が必要ですので， 学務課工学部担当でご相談く ださ い。

情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系（ 情報工学コ ース）， 情報工学先進コ ース

※　 教育職員免許法の最低取得単位数は２ ０ 単位ですが，本コ ースのカ リ キュ ラ ムでは２ ２ 単位必要です。その差の２ 単位は，「 大

学が独自に設定する科目」 の単位に充てる こ と ができ ます。

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

情報社会（ 職業に関する

内容を含む。）・ 情報倫理

〇情報化社会と 技術（ ネッ ト ワーク 工学コ ース開設科目）

〇情報化における職業１

〇情報化における職業２

４ 単位

２ ２

コ ンピュ ータ ・ 情報処理

〇データ 構造と アルゴリ ズム

〇コ ンピュ ータ アーキテク チャ Ⅰ

〇プログラ ミ ング技法

　 コ ンピュ ータ ハード ウェ ア

　 プログラ ミ ング演習１

プログラ ミ ング演習２

オペレ ーティ ングシステム

情報工学実験 A（ ハード ウェ ア）

ソ フ ト ウェ ア工学

グラ フ 理論（ 情報）

６ 単位

情報システム

〇人工知能

〇ソ フ ト ウェ ア設計

　 プロ グラ ミ ング言語

　 コ ン パイ ラ

データ ベース

知識工学

システムプログラ ミ ング１

システムプログラ ミ ング２

４ 単位

情報通信ネッ ト ワーク

〇情報理論

〇情報ネッ ト ワーク 論

　 並列分散処理

情報工学実験 C（ ソ フ ト ウェ ア）

４ 単位

マルチメ ディ ア表現・

マルチメ ディ ア技術

〇パタ ーン認識と 学習

〇情報工学実験 B（ メ ディ ア処理）

　 映像メ ディ ア処理

画像処理

４ 単位

○印： 免許状取得における 必修科目（ 教科に関する 科目区分が同一のも のはセッ ト で修得する こ と ）
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情報・ 電気・ 数理データ サイ エン ス系（ ネッ ト ワーク 工学コ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

情報社会（ 職業に関する

内容を含む。）・ 情報倫理

〇情報化社会と 技術（ ネッ ト ワーク 工学コ ース開設科目）

〇情報化における職業１

〇情報化における職業２

４ 単位

２ ２

コ ンピュ ータ ・ 情報処理

〇コ ンピュ ータ アーキテク チャ

〇応用プログラ ミ ング

　 論理回路

　 確率統計論

　 ディ ジタ ル信号処理（ N E・ EE）

　 グラ フ 理論（ N E）

　 コ ンピュ ータ 数学
８ 単位

情報システム
〇コ ンピュ ータ ネッ ト ワーク B

　 ネッ ト ワーク 工学実験 A
２ 単位

情報通信ネッ ト ワーク

　 通信工学

〇コ ンピュ ータ ネッ ト ワーク A

〇セキュ リ ティ 実践論

　 モバイ ル通信

　 ネッ ト ワーク 工学実験 B

４ 単位

マルチメ ディ ア表現・

マルチメ ディ ア技術

〇マルチメ ディ ア工学

　 画像工学
２ 単位

○印： 免許状取得における必修科目（ 教科に関する 科目区分が同一のも のはセッ ト で修得するこ と ）

■　 中学校教諭一種免許状（ 数学）， 高等学校教諭一種免許状（ 数学）

情報・ 電気・ 数理データ サイ エン ス系（ 数理データ サイ エン スコ ース）

教科に関する科目 授　 業　 科　 目 履修要件
最低取得

単位数

代数学

○代数系の基礎

　 線形代数続論及び演習１

　 線形代数続論及び演習２

離散数学入門

代数系の応用
２ 単位

以　 上

２ ０

幾何学 ○幾何学基礎 ２ 単位

解析学

○微分積分続論及び演習１

○微分積分続論及び演習２

　 ベク ト ル解析（ 数理）

　 複素関数論

　 数値計算法

常微分方程式と 数理モデル

偏微分方程式と その応用

数理モデリ ング

非線形現象モデリ ング

２ 単位

以　 上

「 確率論， 統計学」

○数理統計学

　 統計データ 解析基礎

　 統計データ 解析演習１

　 統計データ 解析演習２

　 ベイ ズ統計基礎

　 統計モデリ ング

確率モデル論

確率過程論入門

多変量データ 解析Ａ

多変量データ 解析Ｂ

最適化理論

計算統計学Ａ

２ 単位

以　 上

コ ンピュ ータ

○数理プログラ ミ ング１

○数理プログラ ミ ング２

　 数値シミ ュ レ ーショ ン基礎

数値シミ ュ レ ーショ ン応用

データ 駆動計算基礎
２ 単位

以　 上

○印： 免許状取得における必修科目

③　 介護等体験

中学校教諭一種免許状を取得する場合は， ２ 年次に社会福祉施設等において７ 日間の「 介護等体験」 が義務づけら れている の

で， 必ず参加し てく ださ い。 介護等体験の手続き の詳細は， その都度掲示する ので注意し てく ださ い。

④　 教育実習

一　 教育実習に関する 手続き の詳細は， その都度掲示する ので注意し てく ださ い。

二　 教育実習の内諾は， 原則と し て３ 年次の４ ～５ 月に各自の出身校で取っ てく ださ い。

三　 教育実習は， ３ 年次に内諾の取れた実習校で４ 年次に進級し た４ ～６ 月に履修し てく ださ い。 事情によ り 教育実習を辞退

する 場合は， 速やかに学務課工学部担当へ届け出る と と も に， 必ず実習校へ連絡し てく ださ い。

四　 教育実習を履修するには， ３ 年次終了までに「 ⑤最低取得単位数」 に掲げる授業科目から ， 次に掲げる 単位数を 満たし た

上で合計１ ６ 単位以上を 修得し ， ４ 年次に進級し ていなければなり ません。

・ 教職入門Ｄ ， 教育方法論Ｄ Ⅰ， 教育方法論Ｄ Ⅱ， 生徒指導論Ｄ Ⅰ， 生徒指導論Ｄ Ⅱの５ 単位

・「 教育の基礎的理解に関する 科目（ イ ， ハ， ニ， ホ， へ）」 から ３ 単位

・「 道徳、 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、 教育相談等に関する 科目（ イ ， ロ， ハ， ト ， チ）」 から ２ 単位

・ 各教科の指導法から ２ 単位

・「 教育の基礎的理解に関する 科目」，「 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」 及び「 各

教科の指導法」 から ４ 単位

⑤　 最低取得単位数（「 文部科学省令で定める科目」 及び「 教科に関する 専門的事項」 の科目を 除く 。）

文部科学省令で定める 科目及び教科に関する 専門的事項以外の科目は， 下表のと おり 教育学部で開講さ れます。 必ず教師教育

開発セン タ ーが開催する オリ エン テーショ ン等に参加し ， 教員免許状取得に関する履修方法等の説明を受けてく ださ い。

教育学部開講科目の時間割等は， 工学部掲示板でお知ら せし ます。
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科目

区分
各科目に含める必要事項

中学校教諭一種免許状
単
位
数

履
修
年
次

高等学校教諭一種免許状
単
位
数

履
修
年
次

最低取得

単位数
授業科目

最低取得

単位数
講義題目

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

イ 　 教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想

10

○教育学概説Ｂ 2 1-

10

○教育学概説Ｂ 2 1-

ロ　 教職の意義及び教員の
役割・ 職務内容（ チーム学
校運営への対応を含む。）

○教職論Ｂ 1 2- ○教職論Ｂ 1 2-

ハ　 教育に関する社会的、 制
度的又は経営的事項（ 学
校と 地域と の連携及び学
校安全への対応を含む。）

○教育の制度と 社会ⅠＢ

○教育の制度と 社会ⅡＢ

1

1
2-

○教育の制度と 社会ⅠＢ

○教育の制度と 社会ⅡＢ

1

1
2-

　 人権・ 同和教育Ｂ 2 1- 　 人権・ 同和教育Ｂ 2 1-

ニ　 幼児、 児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

○教育心理学概説ⅠＢ

○教育心理学概説ⅡＢ

1

1
1-

○教育心理学概説ⅠＢ

○教育心理学概説ⅡＢ

1

1
1-

ホ　 特別の支援を必要と す
る幼児、 児童及び生徒に
対する理解

○特別支援教育の基本Ｂ 1 3- ○特別支援教育の基本Ｂ 1 3-

へ　 教育課程の意義及び編
成の方法（ カ リ キュ ラ ム・
マネジメ ント を含む。）

○カ リ キュ ラ ム論Ｂ 2 2- ○カ リ キュ ラ ム論Ｂ 2 2-

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生

徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

イ 　 道徳の理論及び指導法

11

2 　 道徳教育論Ｂ 2 3-

9

- 　 道徳教育論Ｂ 2 3-

ロ　 総合的な学習の時間の
指導法

1
○総合的な学習の時間の指導法

Ｂ
1 1- 1

○総合的な学習の時間の指導法

Ｂ
1 1-

ハ　 特別活動の指導法 1 ○特別活動論Ｂ 1 1- 1 ○特別活動論Ｂ 1 1-

ニ　 教育の方法及び技術 2 ○教育方法論Ｂ 2 2- 2 ○教育方法論Ｂ 2 2-

ホ　 情報通信技術を活用し
た教育の理論及び方法

1 ○ ICT 活用の理論と 方法Ｂ 1 2- 1 ○ ICT 活用の理論と 方法Ｂ 1 2-

へ　 生徒指導の理論及び方
法

2
○生徒指導論ⅠＢ

○生徒指導論ⅡＢ

1

1
2- 2

○生徒指導論ⅠＢ

○生徒指導論ⅡＢ

1

1
2-

ト 　 教育相談（ カ ウンセリ ン
グに関する基礎的な知識
を含む。） の理論及び方法

1 ○教育相談論Ｂ 1 3- 1 ○教育相談論Ｂ 1 3-

チ　 進路指導及びキャ リ ア
教育の理論及び方法

1 ○進路指導論Ｂ 1 3- 1 ○進路指導論Ｂ 1 3-

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

イ 　 教育実習 5
○教育実習基礎研究Ｂ 1

3・

4 3
○教育実習基礎研究Ｂ 1

3・

4

○教育実習Ⅱ（ 中学校Ｂ ） 4 4 ○教育実習Ⅱ（ 高等学校Ｂ ） 2 4

ロ　 教職実践演習 2 ○教職実践演習Ｂ （ 中・ 高） 2 4 2 ○教職実践演習Ｂ （ 中・ 高） 2 4

教科及び教科の指導法に関する科目

（ 各教科の指導法（ 情報機器及び教

材の活用を含む。））

8
数

学

○中等数学科指導法基礎Ｂ

○中等数学科指導法ⅠＢ

○中等数学科指導法ⅡＢ

○中等数学科指導法開発ⅠＢ

2

2

2

2

1-

2-

2-

3-

4
工

業

○工業科指導法ⅠＢ

○工業科指導法ⅡＢ

2

2
2-

4
情

報

○情報科指導法ⅠＢ

○情報科指導法ⅡＢ

2

2
2-

4
数

学

○中等数学科指導法基礎Ｂ

○中等数学科指導法ⅠＢ

2

2

1-

2-

大学が独自に設定する科目 4 12

合　 　 計 40 単位 40 単位

注１ 　 ○印は免許状取得における必修科目

注２ 　 大学が独自に設定する科目は， 別途掲示し ます。

注３ 　「 各教科の指導法」 は， 取得し よう と する 免許教科ごと に修得し てく ださ い。 取得し よう と する免許教科以外の指導法は， 必要な単位と

し て取り 扱う こ と ができ ません。

注４ 　「 道徳， 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導， 教育相談等に関する科目」 については， 免許法で求めら れるより 1 単位多く 修得

するこ と になり ます。 こ の 1 単位は，「 大学が独自に設定する科目」 の単位に充てるこ と ができ ます。

注５ 　 中学校教諭一種免許状と 高等学校教諭一種免許状の両方を取得し よう と する場合は以下の点に注意し てく ださ い。

・ 高等学校教諭一種免許状では，「 道徳の理論及び指導法」 の単位を「 大学が独自に設定する科目」 に充てるこ と ができ ます。

・「 教育実習」 ５ 単位のう ち， ２ 単位分（ 中学校教諭一種免許状５ 単位と 高等学校教諭一種免許状３ 単位の差） を高等学校教諭一種免許状の「 大

学が独自に設定する科目」 に充てるこ と ができ ます。

⑥　 卒業要件単位に含まれない科目

教育職員免許状取得に関する科目のう ち 下記科目については， 卒業要件単位に含まれないので注意し てく ださ い。

・「 教科に関する 専門的事項」 以外の科目

・「 教科に関する 専門的事項」 のう ち 「 工業概論」 及び「 職業指導概説」

なお，「 教科に関する 専門的事項」 のう ち 他系・ 他コ ース科目については， 卒業要件単に含まれない場合があり ます。

（ 2 ） 各種資格

１ ） 技術士（ 第一次試験免除）

都市環境創成コ ースは， 土木及び関連の工学分野で， また， 環境マネジメ ント コ ースは， 農業工学及び関連のエンジニアリ ン

グ分野で， JABEE 認定を 受けています。 技術士の資格を 取る ためには， 技術士第二次試験に合格し なければなり ません。 技術
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